
若者のUIJターン機運を捉えた
中堅・中小企業の採用戦略の重要性

経済産業省 地域経済産業グループ
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大企業に比べ、中堅・中小企業は若者の採用に苦戦

■採用予定数に対する採用確定数の割合（2021 年卒採用、2020 年6月時点）
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（出展）マイナビ2021 年卒企業採用活動調査

従業員規模 8割以上 ５割～7割 １割～４割 ０割



0

10

20

30

40

50

60

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

赤：東京への転入

緑：東京からの転出

東京一極集中の大部分は若者世代。しかし転入だけでなく、転出も多い。

2
（出展）住民基本台帳人口移動報告（年報） 2019 年 他都道府県への転出者数東京圏(東京、千葉、埼玉、神奈川)からの転出

(千人)

20~30代の東京への転入
→約35万人

20~30代の東京からの転出
→約23万人



大卒３年目までで、約３割が離職

（出展）新規学校卒業就職者の在職期間別離職状況（厚生労働省）
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3年目離職者数

(％)3年目までの離職率
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（出展）第42回未来投資会議 資料２：基礎資料（令和2年7月30日） より抜粋

コロナ禍で、都市の若者の地方移住機運が高まっている

■コロナ禍での地方移住の関心の変化
（三大都市圏）

■関心が高くなったと答えた割合
（三大都市圏、年齢別）



UIJターンを希望しない理由の多くが、働き先を見つけられていないこと

（出展）マイナビ2021 年卒大学生 Uターン・地元就職に関する調査（㈱マイナビ）（地元外進学者、21年卒）

■新卒時点で地元(Uターン)就職を希望しない理由
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地域企業を知らないことが、UIJターンのブレーキになっている

（出展）独立行政法人労働政策研究・研修機構 「UIJ ターンの促進・支援と地方の活性化―若年期の地域移動に関する調査結果―」（2016 年） 25-39歳
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よく知っていた場合

少し知っていた場合

あまり知らなかった場合

全く知らなかった場合

■高校時代までの地元企業の認知程度
（25-39歳の出身県外居住者（n=2027））

■出身市町村へのUターン希望者割合
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企業情報は、求人サイトや個別企業HPなど、ウェブ情報を参照する傾向

（出展）マイナビ2021 年卒大学生 Uターン・地元就職に関する調査（㈱マイナビ）（地元外進学者、21年卒）
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情報は得ていないし、得る予定もない

学内の企業セミナー

Uターン就職向け合同説明会

親・親族からの紹介

学校近郊の合同説明会

WEBの合同企業説明会

地元の合同説明会

地元の企業情報誌

個別企業のWEBセミナー

個別企業のHP

就職サイトのエリア特集ページ

■地元（Uターンを含む）の企業情報を得た/得る予定の方法
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（出展）各民間求人サイトウェブページより経産省調べ（令和２年10月9日時点）

東京圏のUIターン人材誘引のためには、ウェブツールの活用が重要

■大手民間求人サイトAの会員居住地 ■大手民間求人サイトBの会員居住地
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中堅企業等における求人ツールは、ハローワークの利用が突出して多い
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31.3%

ハローワーク

民間の人材紹介サービス

社員からの紹介

自社ウェブサイトへの掲載

就職・転職の民間求人サイト

会社説明会の開催・参加

友人・知人等からの紹介

非正社員からの正社員転換等

就職情報誌・新聞折り込み等

ジョブカフェ等の就業支援施設

（出典）経済産業省調査（令和2年7月）地域未来牽引企業を対象とし、n=1169

■中途人材の採用手段
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現状の民間求人ツール利用は、求人情報サイトが中心

（出典）経済産業省調査（令和2年7月）地域未来牽引企業を対象とし、n=491
「キャリア採用に関する調査」結果報告（ProFuture 株式会社/HR 総研）https://www.hrpro.co.jp/research_detail.php?r_no=223

■民間求人ツールを活用しない理由
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広告を出しても、効果が確実ではない

他の媒体・手段で人材を十分確保できている

信頼できる事業者がわからない

条件に合った人材を採用することが難しい

募集に応じる人材の質に満足できない

登録・手続きが面倒

その他

0%
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44%

68%

SNS
ダイレクトソーシング

自社HP

求人情報サイト

■民間求人ツール利用（従業員300 名以下、中途採用向け）

https://www.hrpro.co.jp/research_detail.php?r_no=223
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中堅・中小企業の採用体制

（出展）【未来企業】経済産業省調査

０人または兼務

38.6%

1人：12.2%

2～4人：45.7%

５～９人：2.9% 10人以上：0.6%

■人事・採用業務担当者数（未来企業、n＝1,199 ）
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中堅・中小企業の魅力発信と若者のニーズのずれ

（出展）近畿経済産業局「レポート「学生に響く中小企業の魅力発信」」（平成30年12月）
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( )

¸ 中途採用等支援助成金(UIJ ターンコース)

¸ ユースエール認定制度

求人企業向け支援について

Ợ
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政府における情報発信

¸ 厚生労働省「LO活ーLocal ＋ 就活｜地方で見つける！自分らしい生き方、働き方」

¸ 総務省「移住・交流情報ガーデン」

政府広報オンラインページの関連リンクをご参照下さい。



よろず支援拠点事業について

三重県よろず支援拠点 （公益）三重県産業支援センター

〒514-0004 1 891 5F
15


